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寛
永
二
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御
参
宮
人
帳
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四
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舩
　
杉
　
力
　
修

解
題
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
『
社
会
シ
ス
テ
ム
論
集
』
第
六
号
に
引
き
続
き
、
三
重
県
伊
勢

市
浦
口
の
来
田
尚
親
氏
所
蔵
文
書
の
な
か
の
、
寛
永
一
一
（
一
六
三
四
）
年

（
推
定
）
の
「
御
参
宮
人
帳
」
を
取
り
あ
げ
る
。
本
稿
で
は
、
正
月
朔
日
か
ら

三
月
二
〇
日
ま
で
を
紹
介
す
る
。

［
史
料
の
性
格
」

　
こ
の
史
料
も
断
簡
で
あ
り
、
表
題
は
す
で
に
み
ら
れ
な
い
。
来
田
新
左
衛
門

家
文
書
の
な
か
で
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
の
コ
志
郡
・
度
会
郡
御
参
宮

人
帳
」
と
表
題
の
あ
る
史
料
を
み
る
と
、
参
宮
人
の
在
所
、
人
数
、
費
用
（
御

初
穂
、
御
神
楽
料
、
御
祝
儀
な
ど
）
、
月
日
な
ど
、
来
田
新
左
衛
門
家
に
宿
泊

し
た
参
宮
人
に
関
し
て
詳
細
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
、
本
史

料
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
表
題
は
翻
刻
に
あ
た
り
仮
題
と
し
て

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
伊
勢
信
仰
に
つ
い
て
は
、
従
来
お
か
げ
ま
い
り
や
え
え
じ
ゃ
な

い
か
と
い
っ
た
伊
勢
参
宮
そ
の
も
の
の
分
析
、
伊
勢
参
宮
日
記
に
よ
る
参
宮
ル
ー

ト
の
変
遷
な
ど
、
伊
勢
参
宮
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
後
期
を
対
象
と
し
た
研
究
が

多
く
、
江
戸
初
期
に
つ
い
て
は
九
州
地
方
で
の
分
析
（
久
田
松
、
一
九
九
六
、

一
九
九
七
）
を
除
け
ば
、
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
の
「
外
宮
師
職
諸
国
旦
方
家
数
改
覚
」
（
皇
學
館

大
學
史
料
編
纂
所
、
一
九
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
国
別
に
檀
那
を
も
つ
御
師
数
を

み
る
と
、
伊
勢
・
東
海
・
畿
内
で
多
い
こ
と
か
ら
、
伊
勢
神
宮
に
近
接
し
た
地

域
で
、
御
師
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤
本
、
一
九
八

九
）
。
し
た
が
っ
て
江
戸
初
期
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
展
開
を
検
討
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
伊
勢
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
伊
勢
神
宮
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
て

と
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
来
田
新
左
衛

門
家
で
は
、
安
永
六
年
に
お
い
て
、
檀
那
が
摂
津
・
讃
岐
・
山
城
・
伊
勢
・
阿

波
な
ど
に
二
二
五
二
七
軒
あ
り
、
そ
の
う
ち
摂
津
国
が
二
二
八
四
〇
軒
と
全
体

の
六
一
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
第
一
表
）
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
村
（
講
）
ご
と
の
参
宮
人
の
数
や
参
宮
人
の
代
表
者
の
名

前
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も

（
新
城
、
一
九
八
二
）
、
村
の
な
か
で
、
ど
れ
く
ら
い
伊
勢
講
に
加
入
し
た
り
、

伊
勢
参
宮
を
行
な
っ
た
か
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
き
た
。
江
戸
中
後
期
の
畿
内

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

一



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

二

第1表安永6（1777）年
　における来田新左衛門家

　の国別檀那数

国名 檀那数（軒）

摂津国 13840

讃岐国 4800

山城国 2500

伊勢国 600

阿波国 200

その他 587

合計 22527

「外宮師職諸国旦方家数改覚」

（『神宮御師資料外宮篇四』）

所収より作成

注1）各国ごとの檀那数は概
　数。

注2）合計は実数。その他は

　合計より各国の檀那数を引

　いた数である。

農
村
で
は
、
伊
勢
講
の
普
及
度
が
高
く
、
「
全
戸
的
参
宮
」
が
普
遍
化
し
て
い

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
新
城
、
一
九
八
二
、
一
一
五
九
～
二
六
〇
頁
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
伊
勢
参
宮
の
盛
行
が
、
ど
れ
く
ら
い
遡
る
の
か
に

つ
い
て
は
史
料
の
制
約
も
あ
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ま

た
、
参
宮
人
の
属
性
に
つ
い
て
、
検
地
帳
な
ど
に
よ
り
各
村
で
の
経
済
的
階
層

か
ら
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
家
・
分
家
の
関
係
や
村
の
役
職
へ
の
就
任
状

況
な
ど
社
会
的
な
属
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
信
仰
が
盛

ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
の
近
接
地
域
に
お
け
る
、
江
戸
初
期
の

伊
勢
参
宮
の
実
態
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
御
参
宮
人
帳
」
に
記

載
さ
れ
た
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
的
地

位
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
信
仰
の
地
域
へ
の

浸
透
状
況
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
き
る
。

［
史
料
の
成
立
年
代
］

表
題
も
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
の
作
成
年
代
に
つ
い

て
は
直
接
示
す
も
の
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り

が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
は
一
点
目
は
、
閏
月
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
史

料
に
は
正
月
か
ら
十
二
月
の
参
宮
人
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
閏
月
が
あ
り
、
七

月
が
そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。
江
戸
期
に
七
月
が
閏
月
で
あ
る
の
は
、
寛
永
一

一
年
、
享
保
六
年
、
元
文
五
年
、
宝
暦
九
年
、
安
永
七
年
、
寛
政
九
年
、
天
保

六
年
、
安
政
元
年
の
九
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
史
料
の
末
に
は
「
御
初
尾
同
替
金
銀
ノ
覚
」
、
す
な
わ
ち
来
田

新
左
衛
門
家
に
届
い
た
初
穂
の
一
覧
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
「
戌
ノ
年
分
、
亥

ノ
七
月
二
到
来
ス
」
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
御
参
宮
人

帳
」
の
作
成
年
代
は
、
閏
月
が
七
月
で
、
戌
年
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
江
戸

期
に
お
い
て
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
寛
永
一
一
（
ニ
ハ
三
四
）
年
、
安
永
七

（一

ｵ
七
八
）
年
の
二
つ
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
る
人
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
正
月
一

〇
日
に
代
参
を
さ
せ
た
伊
賀
上
野
の
加
納
藤
左
衛
門
が
注
目
さ
れ
る
。
加
納
藤

左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
久
保
文
武
『
伊
賀
史
叢
考
』
（
一
九
八
六
）
に
詳
し
く

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
加
納
家
は
中
世
に
は
近
江
国
坂
田
郡
加
納
村
（
現
在
滋
賀

県
長
浜
市
加
納
町
）
の
地
頭
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
文
禄
元
（
一
五
九
二
）

年
に
加
納
直
成
は
、
藤
堂
高
虎
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
初
め
一
〇
〇
石
で
あ
っ
た

の
が
、
朝
鮮
の
役
、
関
ヶ
原
、
大
坂
の
陣
で
戦
功
を
た
て
、
二
〇
〇
〇
石
を
得

る
こ
と
と
な
っ
た
。
藤
堂
家
が
伊
勢
・
伊
賀
に
移
封
す
る
と
、
伊
賀
へ
移
り
奉

行
（
加
判
奉
行
）
を
つ
と
め
た
。
寛
永
二
二
年
直
成
の
死
没
に
よ
り
、
子
直
盛

が
家
を
継
ぎ
、
同
じ
く
奉
行
と
な
り
、
一
八
O
O
石
を
給
し
た
。
直
盛
は
伊
賀

郡
美
旗
新
田
（
現
在
三
重
県
名
張
市
）
の
開
発
に
尽
力
し
、
寛
文
一
一
（
一
六

七
一
）
年
に
は
一
〇
八
町
余
り
の
田
畑
が
開
墾
さ
れ
た
。
そ
の
功
に
対
し
て
享

保
一
六
（
一
七
三
一
）
年
に
加
納
神
社
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
延
宝
元
（
一



六
七
三
）
年
直
盛
の
死
去
に
よ
り
、
子
直
堅
が
家
を
継
ぎ
、
同
じ
く
加
判
奉
行

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
延
宝
八
年
伊
賀
上
野
を
揺
る
が
す
大
事
件
が
起

こ
っ
た
。
伊
賀
上
野
の
城
方
・
町
方
の
協
同
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
備
中
国
で
の

銅
山
開
発
事
業
へ
の
藩
米
の
投
資
が
、
津
藩
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
進
め
ら

れ
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に
は
加
判
奉
行
加
納

藤
左
衛
門
直
堅
も
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
（
延
宝
九
年
）
に
切

腹
、
子
供
も
同
罪
（
斬
罪
）
と
な
り
、
藤
左
衛
門
家
は
断
絶
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
神
宮
皇
學
館
文
庫
に
は
来
田
新
左
衛
門
家

の
文
書
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
が
（
拙
稿
、
一
九
九
九
）
、
そ
の
な
か
に
寛

永
七
年
の
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
と
題
す
る
史
料
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

も
、
加
納
藤
左
衛
門
の
記
載
が
あ
り
、
「
近
江
加
納
衆
、
藤
堂
大
学
殿
家
中
、

伊
賀
上
野
二
御
入
侯
」
と
記
さ
れ
、
伊
賀
上
野
で
伝
え
る
由
緒
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
「
御
参
宮
人
帳
」
と
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
と
一
致

す
る
人
名
は
加
納
氏
の
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
に

　
　
　
　
　
　
こ

「
越
後
千
千
代
様
家
中
」
と
あ
る
山
岡
久
左
衛
門
は
、
「
御
参
宮
人
帳
」
に
も
末

尾
の
初
穂
一
覧
に
「
越
後
山
岡
久
左
衛
門
殿
6
御
は
つ
ほ
」
と
記
載
が
あ
る
。

松
平
光
長
は
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
に
越
前
北
庄
か
皇
。
回
田
へ
移
封
し
、
延

宝
九
（
一
六
八
一
）
年
に
越
後
騒
動
に
よ
り
、
改
易
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
に
「
白
川
丹
羽
五
郎
左
衛
門

既
衆
中
二
御
入
候
」
と
あ
る
山
本
半
右
衛
門
は
、
「
御
参
宮
人
帳
」
に
も
「
白

川
山
本
半
右
衛
門
殿
6
」
と
あ
る
。
白
河
藩
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
年
に

丹
羽
長
重
が
陸
奥
国
棚
倉
か
ら
移
り
築
城
し
て
で
き
た
藩
で
、
そ
の
後
寛
永
二

〇
（
一
六
四
三
）
年
に
は
長
重
の
子
光
重
が
同
国
二
本
松
に
移
封
さ
れ
て
い
る
。

　
加
納
、
山
岡
、
山
本
以
外
に
も
、
両
者
に
は
共
通
す
る
人
名
が
多
数
記
載
さ

れ
、
し
か
も
筆
が
同
筆
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

の
作
成
年
代
は
、
寛
永
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
両
者
の
史
料
を
比
較
．

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
か
っ
た
、
江
戸
初
期
に

お
け
る
伊
勢
御
師
に
よ
る
配
札
、
そ
し
て
伊
勢
神
宮
へ
の
参
詣
な
ど
、
伊
勢
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

仰
の
詳
細
に
つ
い
て
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

［
参
宮
人
の
分
布
］

　
寛
永
二
年
に
お
け
る
来
田
新
左
衛
門
家
へ
の
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
、
国
別

に
集
計
し
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
。
摂
津
が
全
体
の
三
〇
％
を
占
め
、
次
い
で

山
城
が
一
六
％
で
、
以
下
、
播
磨
、
大
和
、
因
幡
、
丹
波
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
一
〇

％
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
檀
那
の
分
布
を
直
接
示
す
史
料
は
な
い
も
の
の
、

寛
永
七
年
の
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
に
記
さ
れ
る
「
諸
国
切
文
ノ
覚
」
が

参
考
と
な
る
。
「
切
文
」
の
数
の
後
に
「
講
文
共
二
」
と
表
記
が
あ
っ
た
り
、

その他
183人
（7％）

摂津
776人
（30％）

　丹波
　284人
　（11％）

因幡
285人：
（11％）：

　大和
　304人　　　　　　　　山城
　（12％）　播磨　　　　416人
　　　　　305人　　　　（16％）

　　　　　　（12％）

第1図　寛永11（1634）年来田家「御

　参宮人帳」による国別の宿泊者数

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

三



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

四

「
此
外
二
折
紙
十
斗
入
」
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
檀
那

や
伊
勢
講
に
対
し
て
御
祓
や
土
産
を
渡
す
際
に
書
か
れ
た
御
師
の
書
状
で
あ
る

　
　
　
　
　
（
6
）

と
考
え
ら
れ
る
。
御
祓
や
土
産
の
配
布
状
況
を
み
て
み
る
と
、
「
折
紙
」
は

「
万
度
」
、
「
千
度
」
の
御
祓
と
と
も
に
配
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
武
士
の
な
か

で
も
上
級
武
士
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
上
級
武
士
に
仕
え
た
者
と
考
え

ら
れ
る
「
葉
者
」
に
は
、
御
祓
が
配
ら
れ
た
も
の
の
、
「
文
な
し
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
て
の
檀
那
に
書
状
が
送
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ

と
か
ら
「
切
文
」
と
は
、
切
紙
、
す
な
わ
ち
和
紙
を
二
つ
に
折
り
、
折
り
目
ど

お
り
に
切
り
離
し
た
紙
に
書
い
た
書
状
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

数
値
は
、
檀
那
数
全
体
の
数
で
は
な
く
、
有
力
檀
那
と
、
村
あ
る
い
は
講
の
数

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
分
布
を
み
る
と
、
地
域
ご
と
の
お
お
よ
そ

の
檀
那
の
分
布
状
況
を
類
推
で
き
る
と
思
わ
れ
る
（
第
二
図
、
第
二
表
）
。

　
切
紙
の
分
布
を
み
る
（
第
二
図
）
と
、
摂
津
が
全
体
の
約
半
分
を
占
め
、
そ

の
次
が
播
磨
（
二
二
％
）
、
以
下
大
和
・
山
城
・
丹
波
・
因
幡
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
上
級
武
士
な
ど
有
力
な
檀
那
に
書
か
れ
た
折
紙
は
、
四
分
の
三
を
摂
津
が

占
め
て
い
る
（
第
二
表
）
。
つ
ま
り
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
来
田
新
左
衛
門
家

の
檀
那
は
、
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
も
、
摂

津
を
中
心
に
分
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
宿
泊
者
の
分
布
（
第
一
図
）

と
比
較
す
る
と
、
檀
那
の
分
布
と
同
様
に
、
摂
津
が
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
第
二
位
以
下
は
必
ず
し
も
檀
那
の
数
と
同
じ
よ
う
な
構
成
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
山
城
国
久
世
郡
寺
田
村
（
現
在
京
都
府
城
陽
市
）
で
は
、
講

の
加
入
者
全
員
が
参
宮
を
行
う
「
講
参
り
」
が
あ
り
、
村
の
な
か
の
い
く
つ
か

講
が
ま
と
ま
っ
て
五
年
か
ら
七
年
ご
と
に
一
回
参
宮
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た

元
禄
か
ら
宝
永
期
に
は
、
参
宮
は
村
の
南
と
北
で
分
か
れ
、
同
じ
年
に
日
を
ず

摂津

540
46％

　　　　　因幡
　丹波
　　　　　65
　　75
　　　　　6％
　　6％

山城
115　．．：：：1※：

10％　噛：：i：i：i：i：：：：“一’辱

大和騰．1磁1自・

120　　嚢蕾靉靆奉醒－

10％

第2表　寛永7　（1630）年来田家
　「太神宮道者御祓賦帳」における

　御師書状の国別分布

　　　播磨　一｝一

　　　260
　　　22％

第2図　寛永7（1630）年来田家「太
　神宮道者御祓賦帳」における御師書

　状（切紙）の国別分布

切紙　折紙

540　　90

鋼1
260　　5

120　　10

115　　16

70　101
覆
U
　
－
↓
　
O

45

V5

U5

1221175

　　国　　名
摂津国

「　内　二郎右衛門方

　内　五右衛門方

　内半右衛門方
播磨国

大和国

山城国

［　内西分
　内東分
丹波国・同近在

因幡国

　　合　　計

ら
し
て
出
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
城
陽
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
）
。
「
講

参
り
」
は
「
総
参
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
近
畿
地
方
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
新
城
一
九
八
二
、
二
六
二
頁
）
。
実
際
こ

の
「
御
参
宮
人
帳
」
に
は
講
の
記
載
が
多
数
あ
り
、
ま
た
一
地
域
か
ら
の
一
回

の
宿
泊
者
が
五
〇
名
を
超
え
る
事
例
も
か
な
り
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、



「
講
参
り
」
の
有
無
が
宿
泊
者
の
数
と
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寛
永
期
の
宿
泊
者
の
数
、
御
師
書
状
の
数
の
分
布
は
、
先
に
記
し
た
、
安
永

六
年
（
一
七
七
七
）
年
の
檀
那
分
布
（
第
一
表
）
と
比
較
す
る
と
、
あ
ま
り
一

致
が
み
ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
安
永
期
に
は
摂
津
国
の
割
合
が
六
一
％
と

非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
讃
岐
二
一
％
、
山
城
が
二
％
と
続
い
て

い
る
。
ま
た
寛
永
期
で
み
ら
れ
た
播
磨
・
大
和
・
因
幡
・
丹
波
が
み
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
来
田
家
の
本
分
家
、
あ
る
い
は
他
家
と
の
間
で
檀
那
の

交
換
・
売
買
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
御
師
間

（人）

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

　　0

　　正月　2月　　3月　　4月　　5月　　6月　　7月　閨7月　8月　　9月　10月　11月　12月

第3図　寛永11（1634）年来田家「御参宮人帳」にみられる月別

　宿泊者数

で
の
檀
那
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
道
者
売
券
の
存
在
に
よ
り
、
一
五
世
紀
末
期

か
ら
一
六
世
紀
中
期
に
か
け
て
活
発
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
萩
原
一
九
六
二
、
西
山
一
九
八
七
）
が
、
江
戸
中
期
で
の
檀
那
の
交
換
．
売

買
に
つ
い
て
も
、
今
後
江
戸
期
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
展
開
を
考
え
る
上
で
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

［
参
宮
の
時
期
」

　
『
御
参
宮
人
帳
』
を
も
と
に
、
寛
永
一
一
年
に
お
け
る
月
別
の
宿
泊
者
数
を

第
三
図
に
示
し
た
。
閏
七
月
が
存
在
す
る
も
の
の
、
宿
泊
者
数
が
明
ら
か
に
集

中
す
る
時
期
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
正
月
か
ら
四
月
ま
で
に
か
け
て
集
中
が
み
ら

れ
、
五
月
・
六
月
は
一
度
落
ち
込
む
も
の
の
、
再
び
七
月
に
増
加
し
、
八
月
か

ら
一
二
月
は
ほ
と
ん
ど
宿
泊
者
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
特
に
三
月
に
集
中
が
み

ら
れ
、
宿
泊
者
二
五
五
〇
人
余
の
う
ち
、
五
八
％
、
一
五
〇
〇
人
近
く
に
も
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
る
。
第
二
位
の
四
月
を
加
え

国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

第3表宿泊者数の集中する時期における
　別宿泊者数（人）

国名 3月 4月 7月 年間総数

摂津 524 151 2 776

山城 241 42 4 416

大和 237 41 8 304

播磨 187 100 0 305

丹波 210 12 0 284

因幡 3 O 238 285

（寛永11年来田家「御参宮人帳」より作成

る
と
七
二
％
と
な
り
、
参
宮
は
三
月
、

四
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
と
い

え
る
。
す
で
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
（
久
田
松
、
一
九
九
六
）
、

こ
の
時
期
は
、
五
月
に
始
ま
る
田
植

え
以
前
の
農
閑
期
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
、
摂
津
国
八
部
村

白
川
村
（
現
在
神
戸
市
須
磨
区
）
に

お
い
て
も
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）

年
の
明
細
帳
を
み
る
と
、
「
五
月
節

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

五



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

⊥ノ￥

前
後
二
植
付
」
と
あ
る
（
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
）
こ
と
か
ら
、
こ

の
史
料
で
も
三
月
は
農
閑
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
宿
泊
者
が
集

中
す
る
三
月
・
四
月
・
七
月
の
宿
泊
者
数
を
、
地
域
別
に
検
討
す
る
と
（
第
三

表
）
、
地
域
ご
と
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
三
月
は
、
畿
内
で
お
お
む
ね
六
五
％

前
後
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
和
や
丹
波
で
は
七
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
四
月
は

丹
波
（
四
％
）
、
大
和
（
一
〇
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
播
磨
（
三
三
％
）
、
摂

津
（
一
九
％
）
と
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
。
七
月
で
は
、
畿
内
で
は
ほ
と
ん
ど

宿
泊
者
数
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
因
幡
で
は
八
三
％
と
ほ
と
ん
ど
七
月

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
地
域
差
が
、
地
域
ご
と
の
農
閑

期
の
違
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
事
例
を
蓄
積
し
て
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
宿
泊
者
が
特
に
集
中
し
た
月
・
日
を
多
い
順
に
並
べ
て
み
る
と
（
第
四
表
）
、

ほ
と
ん
ど
三
月
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
番
多
い
七
月
二
四
日
は

一
九
〇
人
す
べ
て
が
因
幡
で
あ
り
、
因
幡
国
の
檀
那
が
集
団
で
参
宮
を
行
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
〇
〇
人
を
超
え
る
日
を
検
討
す
る
と
、
三
月
ニ
ニ
日
で

は
、
摂
津
多
田
庄
の
山
原
三
七
人
、
仁
部
一
七
人
、
南
田
原
四
四
人
と
、
多
田

庄
か
ら
総
勢
九
八
人
、
三
月
一
七
日
で
は
丹
波
氷
上
郡
御
野
下
村
か
ら
五
四
人
、

山
城
北
稲
八
妻
村
か
ら
四
六
人
な
ど
、
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
講
員
総
出

第4表宿泊者が集中
　した月・日（1日の
　宿泊者が50名以上）

宿泊者数
　　　　190

　　　　135

　　　　126

　　　　115

　　　　103

　　　　100

　　　　　95

　　　　　94

　　　　　91

82

V1

U9

U7

U3

T8

T7

T1

月・日

7月24日

3月22日

3月17日

3月27日

3月12日

4月1日
3月18日

3月10日

3月8日
4月17日

3月21日

3月24日

正月1日

3月20日

2月19日

3月25日

3月9日

（寛永ll年来田家「御参

宮人帳」より作成）

の
「
講
参
り
」
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
三
月
一
二
日
に
は
氷
上
郡
成
松
町
市

場
か
ら
七
〇
人
、
四
月
一
七
日
に
は
摂
津
国
水
堂
村
か
ら
六
五
人
と
、
六
〇
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
超
え
る
集
団
が
一
挙
に
宿
泊
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ま
た
正
月
朔
日
に
六

七
人
と
比
較
的
人
数
が
多
い
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
新
城

一
九
八
二
、
一
一
六
二
頁
）
、
年
越
参
り
、
す
な
わ
ち
初
詣
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
安
永
年
間
に
は
、
い
ず
れ
も
摂
津
の
檀
那
で
、
七
〇
～
八
O
人
と
ほ
ぼ

一
定
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
寛
永
期
に
お
い
て
も
六
七
人
で
あ
る
の
で
初
詣

の
数
は
一
定
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
分
布
を
み
る
と
、

寛
永
期
に
は
丹
波
、
伊
勢
、
山
城
、
播
磨
な
ど
多
く
の
地
域
か
ら
参
詣
客
が
訪

れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
初
詣
が
す
で
に
江
戸
初
期
に
慣
習
化
し
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

■　　…　一　　　　皿　　一　　　一　　一　　　一 一　　　一 一　　　一

（人）

120

100

80

60

40

20

@
0
　　1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月

第4図　天正18（1590）年福島家「天正十六年参宮帳」

　（豊後・肥後・日向）による月別宿泊者数

　
さ
ら
に
　
別
の
時
期
の

「
御
参
宮
人
帳
」
と
比
較
し

て
み
た
い
。
「
天
正
十
六
年

参
宮
帳
」
（
大
分
県
史
料
刊

行
会
、
一
九
六
四
）
は
、
外

宮
御
師
福
嶋
御
塩
大
夫
家
の

天
正
一
六
（
一
五
八
八
）
年

か
ら
天
正
一
九
年
ま
で
の
四

年
間
の
参
宮
人
を
記
し
た
史

料
で
、
豊
後
国
を
中
心
に
肥

後
・
日
向
の
参
詣
者
の
名
前

が
月
・
日
ご
と
に
記
さ
れ
て

い
る
。
ほ
ぼ
一
年
に
わ
た
っ



て
書
か
れ
て
い
る
天
正
一
八
年
の
参
宮
人
に
つ
い
て
月
別
の
動
向
を
検
討
し
た

と
こ
ろ
（
第
四
図
）
、
寛
永
期
と
差
が
み
ら
れ
た
。
天
正
一
八
年
で
は
、
七
月

が
五
一
％
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
三
月
（
一
四
％
）
、
九
月
（
一
四
％
）
、
四
月

（
九
％
）
と
続
い
て
い
る
。
農
閑
期
で
あ
る
三
月
よ
り
も
、
七
月
や
九
月
に
宿

泊
者
が
多
い
の
は
、
農
民
よ
り
も
武
士
な
ど
有
力
者
の
参
宮
が
多
か
っ
た
こ
と

が
一
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
か
ら
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
に
わ
た

る
外
宮
御
師
橋
村
家
の
「
御
参
宮
人
帳
」
（
天
理
図
書
館
所
蔵
）
の
分
析
（
久

田
松
、
一
九
九
六
）
に
よ
る
と
、
慶
長
一
〇
（
一
六
〇
五
）
年
ま
で
は
、
有
姓

者
、
す
な
わ
ち
武
士
層
の
参
宮
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
慶

長
一
二
年
以
降
は
一
変
し
、
無
姓
者
で
あ
る
農
民
層
が
半
数
を
占
め
る
こ
と
、

参
宮
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
慶
長
二
一
年
以
前
は
ピ
ー
ク
が
二
月
～
四
月
で
、

五
月
～
七
月
も
参
宮
人
が
続
く
の
に
対
し
て
、
一
二
年
以
後
は
、
二
月
．
三
月

が
第
一
波
と
な
り
、
九
月
を
頂
点
に
、
八
月
か
ら
一
一
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
、
一
二
年
以
後
で
参
宮
人
が
多
い
時
期
は
農
閑
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参

宮
人
の
主
体
の
変
化
が
参
宮
の
時
期
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
二
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
伊
勢
神
宮
か
ら
遠
く
離
れ
た
九
州
地
方
の
事
例

で
あ
る
の
で
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
寛
永
期
の
畿
内
で
は
、
農

閑
期
の
三
・
四
月
を
中
心
と
し
た
伊
勢
参
宮
が
、
す
で
に
定
着
化
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
「
御
参
宮
人
帳
」
を
も
と
に
、
江
戸
初
期
の
畿
内
に
お
け
る
伊
勢
信

仰
に
つ
い
て
予
察
的
な
考
察
を
行
な
っ
た
。
こ
の
史
料
が
従
来
あ
ま
り
明
ら
か

で
な
か
っ
た
畿
内
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
実
態
を
復
原
で
き
る
史
料
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
江
戸
中
後
期
に
畿
内
で
み
ら
れ
た
伊
勢
信
仰
の
形
態
が
江
戸
初
期

に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸

初
期
に
お
け
る
信
仰
伝
播
の
過
程
を
解
明
す
る
に
は
、
講
を
組
織
化
し
た
、
よ

り
小
さ
な
地
域
、
す
な
わ
ち
村
レ
ベ
ル
で
の
社
会
・
経
済
的
分
析
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

　
［
付
　
記
］

　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
三
重
県
伊
勢
市
の
来
田
尚
親
氏
に
は
貴
重
な
資
料
の

閲
覧
と
翻
刻
を
お
許
し
頂
き
ま
し
た
。
本
稿
は
平
成
一
四
年
度
に
文
部
科
学
省

内
地
研
究
員
と
し
て
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
で
行
な
っ
た
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
石
井
英
也
先
生
、
小
口
千
明
先
生
に
は
研
究
上
の
便
宜
を
は
か
っ

て
頂
き
、
ま
た
有
益
な
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
筑
波
大
学
歴
史
．
人
類
学
系

の
山
澤
　
学
氏
に
は
翻
刻
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
い
た
ほ
か
、
種
々
ご
教
示
頂
き

ま
し
た
。
群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
西
垣
晴
次
先
生
に
は
伊
勢
神
宮
関
係
の
史
料

に
つ
い
て
種
々
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
上
野
市
文
化
財
専
門
委
員
の
福
井
健
二

先
生
、
島
根
大
学
法
文
学
部
卒
業
生
の
外
田
洋
君
に
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部

地
理
学
研
究
室
地
理
学
実
習
の
際
に
種
々
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学

附
属
図
書
館
、
神
戸
市
文
書
館
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
、
伊
勢
市
立
図
書
館

で
は
貴
重
な
文
献
、
史
料
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
以
上
、
記
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
の
作
成
に
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A

「
中
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
地
域
的
展
開
に
関
す
る
研
究
」
、
平

成
一
二
～
二
二
年
度
）
の
一
部
を
使
用
し
た
。

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

七



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

八

　
［
注
」

（
1
）
伊
勢
安
濃
津
藩
。

（
2
）
越
後
高
田
藩
、
松
平
光
長
。

（
3
）
陸
奥
白
河
藩
、
丹
羽
長
重
。

（
4
）
拙
稿
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
本
史
料
「
御
参
宮
人
帳
」
の
作
成
年
代
を

　
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
と
推
定
し
て
い
た
が
、
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）

　
年
に
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
學
館
文
庫
の
寛
永
七
年
「
太
神
宮

　
道
者
御
祓
賦
帳
」
を
調
査
し
た
後
、
分
析
し
た
結
果
、
「
御
参
宮
人
帳
」

　
に
記
載
さ
れ
る
人
名
と
か
な
り
一
致
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し

　
た
が
っ
て
、
前
編
で
の
記
載
は
誤
り
で
あ
る
。

（
5
）
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
に
は
、
本
史
料
に
多
数
記
載
さ
れ
る
畿
内

　
農
村
の
百
姓
よ
り
む
し
ろ
、
全
国
各
地
の
藩
に
仕
官
し
た
武
士
の
記
載
が

　
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

（
6
）
神
戸
市
北
区
内
田
正
一
氏
所
蔵
文
書
（
旧
摂
津
国
八
部
郡
西
小
部
村
・

　
庄
屋
）
に
は
、
来
田
新
左
衛
門
家
か
ら
の
書
状
が
み
ら
れ
る
。
来
田
新
左

　
衛
門
が
庄
屋
内
田
彦
兵
衛
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
毎
年
恒
例
の
御
祓
大
麻

　
な
ど
を
進
上
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
宛
先
以
外
は
刷
ら
れ
て
い
る
。

　
折
紙
、
切
紙
の
両
方
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
九
月
吉
日
の
も
の
で
、
寛
永
期

　
の
「
太
神
宮
道
者
御
祓
賦
帳
」
が
九
月
吉
日
に
作
成
さ
れ
た
の
と
符
合
す

　
る
。
書
状
は
御
師
の
代
官
が
檀
那
へ
御
祓
・
土
産
な
ど
を
配
っ
た
際
に
添

　
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
は
神
戸
市
文
書
館
で
閲
覧
し
た
。

（
7
）
あ
る
特
定
の
時
期
に
宿
泊
者
が
集
中
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
御
師
が
ど

　
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
門
前
町
の
景
観
を
検
討
す
る

　
に
あ
た
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

　
も
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

（
8
）
「
天
正
十
六
年
参
宮
帳
」
（
外
宮
御
師
福
嶋
御
塩
焼
大
夫
）
の
う
ち
、
天

　
正
一
七
年
を
み
る
と
、
豊
後
南
郡
志
賀
伊
勢
入
道
の
代
参
と
し
て
三
重
庄

　
矢
野
掃
部
助
が
「
十
二
月
廿
七
日
ヨ
リ
正
月
一
日
ま
で
た
い
り
う
（
滞
留
）

　
有
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
参
宮
も
年
越
参
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

　
る
。

　
［
文
　
献
」

萩
原
龍
夫
（
一
九
六
二
）
H
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
。

大
分
県
史
料
刊
行
会
編
（
一
九
六
四
）
日
『
大
分
県
史
料
　
第
二
五
巻
』
、
大

　
分
県
史
料
刊
行
会
。

神
戸
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）
H
『
神
戸
市
文
献
史
料
　
第
一
巻
』
、

　
神
戸
市
教
育
委
員
会
。

神
戸
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
七
九
）
H
『
神
戸
市
文
献
史
料
　
第
二
巻
』
、

　
神
戸
市
教
育
委
員
会
。

下
村
　
敷
（
一
九
八
二
）
H
『
戦
国
・
織
豊
期
の
社
会
と
文
化
』
、
吉
川
弘
文

　
館
。

新
城
常
三
（
一
九
八
二
）
H
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
、
塙

　
書
房
。

西
垣
晴
次
（
一
九
八
三
）
H
『
お
伊
勢
ま
い
り
』
、
岩
波
書
店
。

中
村
勝
利
（
一
九
八
五
）
H
『
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書
第
八
六
集
　
藤
堂
家

　
（
津
・
久
居
）
功
臣
録
・
分
限
録
』
、
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
。

久
保
文
武
（
一
九
八
六
）
H
『
伊
賀
史
叢
考
』
、
伊
賀
郷
土
史
研
究
会
。

皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
編
（
一
九
八
六
）
H
『
神
宮
御
師
資
料
－
外
宮
篇



　
四
1
』
、
皇
學
館
大
學
出
版
部
。

西
山
克
（
一
九
八
七
）
H
『
道
者
と
地
下
人
－
中
世
末
期
の
伊
勢
』
、
吉
川

　
弘
文
館
。

城
陽
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
八
八
）
H
『
史
料
が
語
る
城
陽
近
世
史
－
第
三

　
集
・
寺
田
地
域
編
一
』
、
城
陽
市
教
育
委
員
会
。

藤
本
利
治
（
一
九
八
九
）
口
『
歴
史
時
代
の
集
落
と
交
通
一
三
重
県
を
中
心
と

　
し
て
一
』
、
地
人
書
房
。

久
田
松
和
則
（
一
九
九
六
）
口
九
州
地
方
に
於
け
る
伊
勢
信
仰
の
受
容
と
展
開

　
（
一
）
－
そ
の
実
態
・
参
宮
者
の
数
と
村
－
、
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀

　
要
第
十
二
輯
、
一
七
九
～
二
一
二
頁
。

久
田
松
和
則
（
一
九
九
七
）
口
九
州
地
方
に
於
け
る
伊
勢
信
仰
の
受
容
と
展
開

　
（
二
）
i
伊
勢
参
宮
と
社
会
経
済
と
の
関
係
1
、
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所

　
紀
要
第
十
三
輯
、
一
八
一
～
二
一
七
頁
。

深
谷
克
己
（
二
〇
〇
二
）
口
『
津
藩
』
、
吉
川
弘
文
館
。

上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編
（
二
〇
〇
〇
）
口
『
公
室
年
譜
略
一
藤
堂
藩
初
期
史

　
料
』
、
清
文
堂
出
版
。

拙
稿
（
一
九
九
九
）
日
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
一
）
1
延
宝

　
五
年
江
戸
・
関
東
御
祓
配
帳
（
一
）
一
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
集
、
第
四
号
、

　
一
～
二
三
頁
。

拙
稿
（
二
〇
〇
〇
）
H
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
二
）
1
延
宝

　
五
年
江
戸
・
関
東
御
祓
配
帳
（
二
）
1
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
集
、
第
五
号
、

　
一
～
三
一
頁
。

拙
稿
（
二
〇
〇
一
）
口
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
三
）
1
貞
享

　
二
年
江
戸
御
祓
配
帳
1
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
集
、
第
六
号
、
一
九
～
五
二
頁
。

　
　
社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

拙
稿
（
二
〇
〇
三
）
口
江
戸
初
期
畿
内
農
村
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
拡
大
一
山

　
城
国
久
世
郡
寺
田
村
を
中
心
に
一
（
発
表
要
旨
）
、
歴
史
地
理
学
四
五
－
四
、

　
四
四
～
四
五
頁
。

　
　
凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
～
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
刊

　
行
の
『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
　
社
会
シ
ス
テ
ム
論
集
』
第
四
号
～
第
六

　
号
に
掲
載
し
た
「
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
一
）
～
（
三
）
」

　
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
の
原
則
は
第
六
号
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。

［（

ｰ
永
二
年
）
　
御
参
宮
人
帳
］
（
断
簡
）

　
［
前
欠
」

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
氷
上
郡
氷
上
町
三
方
）

　
　
　
　
○
丹
波
氷
上
郡
み
か
た
村
　
六
人

魚
田
匁
　
　
御
神
楽
銭
中
村
二
郎
大
夫
殿

兇
匁
　
　
御
坊
布
施
交
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
大
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
七
殿

熱
弐
分
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
氷
上
郡
）

　
　
　
　
O
丹
波
氷
上
郡
池
ノ
尻
　
五
人

替　
十
五
匁
　
　
　
　
　
　
御
坊
布
施
　
五
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
市
殿

動
弐
分
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
天
田
郡
夜
久
野
町
小
倉
）

　
　
　
○
丹
波
甘
田
郡
小
倉
　
壱
人

蜘
壱
分
　
　
　
久
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
亀
岡
市
）

　
　
　
○
丹
波
亀
山
　
壱
人

麩
　
　
　
　
　
新
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
亀
岡
市
大
井
町
土
田
）

　
　
　
○
丹
波
土
田
　
十
人

弐
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
七
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
三
郎
殿

熱
　
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
三
重
県
一
志
郡
白
山
町
稲
垣
）

　
　
　
○
小
倭
稲
掛
　
九
人

九
斗
九
升
　
　
　
　
　
　
　
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
兵
衛
殿

久
二
郎
殿

百
文
　
　
　
　
　
　
　
借
シ
銭

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
三
重
県
一
志
郡
白
山
町
山
田
野
）

　
　
　
○
小
倭
山
田
野
　
三
人

三
斗
三
升
　
　
　
　
　
　
　
　
久
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
作
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
三
重
県
一
志
郡
白
山
町
古
市
）

　
　
　
O
小
倭
古
市
　
二
人

弐
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
二
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
兵
次
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
高
安
）

　
　
　
○
大
和
高
安
　
壱
人

壱
斗
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
初
作
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
添
上
郡
月
ヶ
瀬
村
尾
山
）

　
　
　
O
伊
賀
小
山
　
壱
人

弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
添
上
郡
月
ケ
瀬
村
長
疋
）

　
　
　
○
伊
賀
長
疋
　
弐
人

四
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
次
殿

一
〇



正
月
朔
日

喜
作
殿

　
　
　
　
　
（
京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
南
大
河
原
・
北
大
河
原
）

　
　
　
O
山
城
大
川
原
　
二
人

四
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
大
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
吐
師
）

　
　
　
○
山
城
吐
師
　
二
人

三
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
久
介
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
介
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
北
稲
八
間
・
南
稲
八
間
）

　
　
　
○
山
城
稲
八
妻
　
四
人

六
斗
四
升
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

　
　
（
京
都
府
向
日
市
大
原
野
）

O
山
城
西
岡
大
原
野

熱
壱
分

正
月
朔
日

一
人

忠
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
三
倉
）

　
　
　
○
因
幡
若
桜
郡
ミ
く
ら
　
壱
人

魂
三
分
　
　
　
三
四
郎
殿

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
加
西
市
繁
昌
町
）

　
　
　
O
播
磨
賀
西
郡
繁
昌
村
　
九
人

ゑ
　
　

半
御
供
銭
助
右
衛
門
殿
6

奮
匁
五
分
　
七
人
分
弥
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
二
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
十
郎
殿

ぜ

五
匁
　
　
　
　
　
　
　
二
人
分

百
五
十
文
　
　
　
　
　
借
銭
　
　
　
　
同
人

ゑ
　
　
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

粛
壱
束

へ
京
都
市
）

京
紙
屋
徳
右
衛
門
殿
6
御
は
つ
ほ

　
正
月
朔
日

　
　
　
　
　
（
、
、
一
重
県
鳥
羽
市
力
）

　
　
　
○
鳥
羽
衆
　
五
人

剰
壱
石
　
　
小
川
佐
左
衛
門
殿

乱
文
　
　
　
御
樽

執
文
　
　
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
正
月
朔
日

麩
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
）

○
津
国
須
磨
　
二
人

長
左
衛
門
殿

一
一



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

一
二

正
月
朔
日

　
　
（
三
重
県
上
野
市
）

○
伊
賀
上
野
　
壱
人

郵
匁

塾
匁

塾
＋
文

塾
丁

鋤
薔

善
左
衛
門
殿

加
納
藤
左
衛
門
殿
御
代
参
　
彦
市
殿

同
弥
兵
衛
殿
　
御
月
参
御
初
尾

御
は
つ
ほ

同同

正
月
十
日

　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
）

○
大
和
法
隆
寺
　
壱
湘

鉛
管
匁
二
分

島

正
月
十
日

　
　
（
京
都
市
）

O
京
衆
　
四
人

熱
踏
破

鋤
壱
面

瓜
七
文

塾
匁

二
足

御
大
工

　
多
左
衛
門
殿

上
月
作
兵
衛
殿

同
御
内
義

加
地
朔
庵
老

佐
兵
衛
殿

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
供
銭
　
作
兵
衛
殿

正
月
十
日

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　
　
O
江
戸
衆

応
匁

塾
匁

塾
匁

福
六
匁

兜
匁熱

発
匁

奮
匁
・

塾
匁

言
文熱

　
　
但
大
和
法
隆
寺
6
御
出
生
ノ
衆
也

拾
一
人

御
神
楽
銭

御
供
銭

御
神
馬
銭

御
講
衆
八
人
分

供
衆
三
人
分

御
礼
　
清
左
衛
門
殿

　
　
　
九
郎
助
殿

同同馬
ノ
御
礼

送
酒
迎
御
礼

送
酒
迎
御
礼

正
月
十
八
日

　
　
（
京
都
府
宇
治
市
五
ヶ
庄
上
村
）

○
山
城
五
ケ
庄
ノ
内
上
村

京
升　

壱
石
二
斗

謝
　
ル　

三
斗

熱
熱
・

八
人
分

三
人
分

御
礼

同同

　
　
　
十
一
人

　
久
右
衛
門
殿

　
又
兵
衛
殿

与
右
衛
門
殿



乱
文
　
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
正
月
十
九
日

　
　
　
　
　
（
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
山
内
）

　
　
　
O
津
国
能
勢
下
山
内
　
三
人

弐
斗
八
升
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
六
殿

ゑ
　
　
　
　
　
天
分

　
　
　
　
　
　
正
月
十
九
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
水
堂
力
）

　
　
　
○
津
国
水
戸
　
一
人

暮
分
　
　
　
　
庄
兵
衛
殿

蛾
三
分

　
　
　
　
　
　
正
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
（
三
重
県
一
志
郡
白
山
町
藤
）

　
　
　
○
小
倭
藤
　
二
人

壱
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
善
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
師
房

　
　
　
　
　
　
　
正
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町
洗
井
蕪
島
）

　
　
　
　
O
因
幡
岩
井
あ
ら
い
か
ふ
ら
嶋
　
一
人

三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
正
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
宇
治
市
菟
道
）

　
　
　
　
○
山
城
大
鳳
寺
　
二
人

　
　
社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

猷
匁
　
　
御
駕
銭

ゑ
　
　
　
御
は
つ
ほ

事
霜
　
　
才
田
惣
兵
衛
殿

替　
八
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人

熱
三
分
　
　
　
才
里
ハ
左
衛
門
磐
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　
へ
兵
庫
県
尼
崎
市
常
光
寺
）

　
　
　
　
O
津
国
常
光
寺
　
十
人

替　
光
匁
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
与
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
兵
衛
殿

獄
　
　
　
御
初
尾

ゑ
　
　
　
御
礼

参
　
　
　
同
■

ゑ
・
　
　
同

ゑ
　
　
　
帰
酒
迎
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
西
区
江
之
子
島
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
え
ノ
こ
嶋
吉
右
衛
門
殿
子
息

　
百
文
。
　
　
　
　
　
　
か
し
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
氷
上
郡
氷
上
町
賀
茂
）

　
　
　
　
O
丹
波
氷
上
郡
北
田
井
　
五
人

替　
拾
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門
殿

二
二



伊
勢
神
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御
師
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衛
門
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文
書
（
四
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替替

匁匁

孫
助
殿

　
　
御
礼

　
　
は
た
足
ノ
御
立
願

一一

誌
¥
一
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
　
　
○
津
国
尼
崎
別
所
　
五
人

熟
匁
　
　
御
坊
布
施
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
兵
衛
殿

魚鋤
ゑ
・熱

御
礼

同同帰
酒
迎
御
礼

一一

誌
¥
五
日

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
天
田
郡
夜
久
野
町
力
）

　
　
　
　
○
丹
波
甘
田
郡
奥
山
　
三
人

替　
九
匁
六
分
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
四
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
一
一
月
十
六
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
　
　
O
津
国
尼
崎
　
八
人

黙
匁
　
　
御
坊
布
施

つ
か
口
や
五
郎
左
衛
門
殿

二
右
衛
門
殿

善
兵
衛
殿

狐翻
ゑ
・

塾
匁

姦
弐
分

熱熱熱
部
文

部
文

鋤
支

ゑゑゑ

御
礼

同同御
神
楽
銭

御
は
つ
ほ

御
礼
　
御
講
屋
つ
か
口
や
五
郎
左
衛
門
殿
6

御
礼
　
　
　
五
右
衛
門
殿
6

御
は
つ
ほ
　
二
右
衛
門
殿
6

御
は
つ
ほ
　
五
郎
作
殿
6

御
は
つ
ほ
　
清
右
衛
門
殿
6

御
は
つ
ほ

馬
ノ
御
礼

御
講
中
御
は
つ
ほ

帰
酒
迎
御
礼

二
月
十
六
日

　
　
（
京
都
府
城
陽
市
寺
田
）

○
山
城
寺
田
　
拾
七
人

猷
匁

熱
三
分

蔀
文

言
文

部
文
・

熱熱

御
神
馬
銭

御
初
尾
　
七
兵
衛
殿

御
礼

同同は
い
衆
6
御
礼

御
は
つ
ほ

一
四



弘
京
升　

弐
石
六
斗

同　
四
斗

弘

　
　
御
は
つ
ほ

　
　
御
講
衆
　
十
三
人
分

　
　
　
　
　
　
　
甚
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
善
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
二
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門
殿

　
　
は
い
衆
　
四
人
分

　
　
送
酒
迎
御
礼

二
月
十
六
日

　
　
（
京
都
府
天
田
郡
夜
久
野
町
小
倉
力
）

○
丹
波
甘
田
郡
野
小
倉
　
七
人

卑
匁

　
内
十
七
匁
五
分
済

替　
三
匁
五
分

動

　
　
御
礼

二
月
十
七
日

新
九
郎
殿

甚
九
郎
殿

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
城
陽
市
寺
田
）

　
　
　
　
○
山
城
寺
田
北
ノ
小
路
　
升
六
人

京
升　

五
石
六
斗
　
　
　
　
御
講
衆
廿
八
人
分
　
多
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
兵
衛
殿

同　
八
斗

郵
匁

暮
匁
五
分

は
い
衆
八
人
分

御
神
馬
銭

御
礼

久
左
衛
門
殿

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

熱熱
翻
文

熱
弐
分

ぎ
文威

発
匁

蓋
文

部
文

同同は
い
衆
6
御
礼

御
代
参
　
久
左
衛
門
殿
6

川
端
へ
酒
ノ
御
礼

御
は
つ
ほ

御
神
馬
銭
　
九
左
衛
門
殿

送
酒
ノ
御
礼

御
は
つ
ほ

二
月
十
九
日

　
　
（
京
都
府
城
陽
市
守
旧
）

○
山
城
寺
田
北
ノ
小
路

京
升　

弐
石
八
斗

発
匁ゑ

ゑ
・

熱
匁弘弘熱熱

　
　
　
　
　
拾
四
人

御
講
衆
拾
四
人
分

御
神
馬
銭

御
礼

同御
礼

御
は
つ
ほ

川
端
酒
ノ
御
礼

送
酒
迎
御
礼

御
は
つ
ほ

二
月
十
九
日

三
右
衛
門
殿

七
兵
衛
殿

一
五



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

　
　
　
（
京
都
府
城
陽
市
寺
田
）

　
○
山
城
寺
田
北
ノ
小
路
　
八
人

壱
石
六
斗

説
文熱

熱
・熱熱熱

熱
七
分

身

御
講
衆
八
人
分
　
佐
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
作
左
衛
門
殿

御
礼

同同半
御
供
銭
　
久
左
衛
門
殿

御
は
つ
ほ

川
端
酒
ノ
御
礼

送
酒
迎
御
礼

御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
（
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
岩
井
袋
）

　
　
　
　
○
房
州
岩
井
ふ
く
ろ
　
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
国
長
洲
衆

笹
分
　
　
　
喜
四
郎
殿

ゑ
弐
分
　
　
　
　
同
人

　
　
　
　
　
　
　
二
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
宇
治
市
五
ヶ
庄
上
村
）

　
　
　
　
○
山
城
五
ケ
庄
ノ
内
上
村
　
十
五
人

京
升　

六
斗
　
　
　
　
　
　
三
人
分
　
庄
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
八
郎
殿

獄
　
　
御
礼
三
人
御
秀

京
升　

壱
石
八
斗

謝
文

部
文

説
文
・

乱
文

十
二
人
分
　
二
郎
兵
衛
殿

御
礼
　
惣
中
6

同同御
は
つ
ほ

　
　
　
二
月
廿
五
日

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
西
淀
川
区
姫
島
）

○
津
国
中
嶋
葎
嶋
衆
　
十
七
人

熱
八
匁

麩
麩
三
分

熱熱熱
暑
分

野
匁

発
匁

発
匁

暮
分

　
　
（
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
力
）

○
江
戸
は
た
こ
や
町
衆

　
　
御
坊
布
施
　
与
次
平
殿

　
　
　
　
　
　
　
喜
兵
衛
殿

　
　
御
礼

　
　
同

　
　
同

　
　
送
酒
迎
御
礼

　
　
馬
方
一
人
分

二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
津
国
難
波
衆
也

　
　
　
　
　
　
　
三
人

御
初
尾
御
講
中
6
　
甚
右
衛
門
殿

御
神
馬
銭
　
　
　
　
同

御
神
馬
銭
　
　
　
　
久
左
衛
門
殿

御
神
馬
銭
　
　
　
　
助
作
殿

御
供
銭
　
忠
三
郎
殿

一
六



郵
分

郵
分

割
分熱

笹
分壱

石

御御
礼は
　　　つ
　　　1ま

二
月
廿
七
日

助
作
殿

長
兵
衛
殿

忠
三
郎
殿

　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
笠
目
）

O
大
和
笠
目
新
町
　
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
助
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
助
殿

　
　
　
三
月
二
日

　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
若
桜
）

　
　
　
○
因
幡
若
桜
中
町
　
二
人

熱
六
分
　
　
　
吉
助
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
十
郎
殿

　
　
　
　
　
　
三
月
四
日

弐
斗

四
斗

　
　
（
鳥
取
県
鳥
取
市
中
大
路
力
）

O
因
幡
中
養
老
　
壱
人

三
月
四
日

　
　
（
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
）

O
大
和
三
輪
　
九
人

　
　
　
　
　
二
人
分

孫
兵
衛
殿
子
息

重
三
郎
殿

五
斗
四
升

智
分
ヲ

剰
文

同
御
内
義

　
　
五
人
分

　
　
御
礼

　
　
馬
方
一
人
分

三
月
四
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
宇
治
市
菟
道
）

　
　
　
O
山
城
大
鳳
寺
　
拾
一
人

知
匁
　
　
御
神
馬
銭
御
講
中

島
　
　
御
礼
七
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
助
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
右
衛
門
殿

蔀
文
・

癒
　
匁

知
匁

熱
七
分

塾
商

褻
一
対

献
二
本
人

翻
一
対

褻
詩

稿
ぎ

替　
四
拾
匁

同　
九
匁

　
　
御
礼

　
　
御
神
楽
銭
　
三
郎
兵
衛
殿

　
　
御
神
楽
銭
　
甚
七
殿

　
　
御
は
つ
ほ
　
平
兵
衛
殿

　
　
七
右
衛
門
殿

　
　
長
助
殿

　
　
三
郎
兵
衛
殿

　
　
宗
右
衛
門
殿

　
　
七
兵
衛
殿

　
　
清
左
衛
門
殿
6

　
　
御
坊
布
施
　
八
人
分
　
御
講
衆

　
　
同
　
　
　
　
三
人
分
　
下
人

三
月
五
日

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

一
七



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

無
匁

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
）

○
津
国
難
波
　
十
二
人

熱
＋
文

熱烈
な
＋

勢

御
坊
布
施

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
礼

御
礼

三
月
五
日

甚
兵
衛
殿

新
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
高
安
）

　
　
　
○
大
和
高
安
　
六
人

六
斗
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助
殿

　
　
　
　
　
　
三
月
六
日

廊
匁熱熱

発
匁

塾
匁

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
）

○
津
国
難
波
　
拾
二
人

八
人
分

四
人
分

御
礼

三
月
六
日

　
　
（
京
都
府
宇
治
市
志
津
川
）

○
山
城
し
つ
川
　
廿
人

御
供
銭

御
神
馬
銭

宗
乗
老

源
左
衛
門
殿

到
匁

言
文

説
文

弘
・

乱
文弐

斗

　
久
兵
衛
殿

廿
人
分
　
御
坊
布
施

　
甚
兵
衛
殿

　
次
郎
兵
衛
殿

　
休
清
老

御
礼

同同送
酒
迎
御
礼

三
月
六
日

　
　
（
奈
良
県
天
理
市
成
願
寺
町
）

○
大
和
成
願
寺
　
二
人

三
月
六
日

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
）

○
津
国
難
波
　
升
人

鋤
七
匁

裁
許
文弘

弘
・

戴
な
廿

孫
助
殿

助
十
殿

廿
九
人
分

一
人
分
　
彦
兵
衛
殿

　
　
　
　
新
右
衛
門
殿

御同同御
は　　　　礼
つ
ほ

八



熱熱
創
文熱

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

三
月
七
日

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
西
淀
川
区
野
里
）

O
津
国
中
嶋
野
里
　
拾
四
人

熱
弐
匁

亮蛾
券

麸
・裁

御
坊
布
施

　
平
兵
衛
殿

　
喜
大
郎
殿

　
吉
兵
衛
殿

御
礼

同同御
初
尾
多
久
殿

三
月
八
日

　
　
（
奈
良
県
天
理
市
柳
本
町
）

O
大
和
柳
本
　
廿
九
人

奮
匁蛾

熱
・ゑ

暮
匁
五
分

御
神
馬
銭

御
礼

同御
代
参
善
介
殿

御
坊
布
施
　
廿
九
人
分

　
甚
七
郎
殿

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

藏

　
　
　
甚
蔵
殿

　
　
送
酒
迎
御
礼

三
月
八
日

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
天
理
市
柳
本
町
）

　
　
　
○
大
和
柳
本
　
九
人

熱
五
匁
　
御
坊
ふ
セ
九
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
七
殿

郵
匁
　
　
御
神
馬
銭

ゑ
　
　
　
御
礼

弘
　
　
　
送
酒
迎
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日

（
奈
良
県
友
理
市
柳
本
町
）

　
　
　
○
大
和
柳
本

弐
石
四
斗
四
升

　
　
ぺ

癒
匁

i鍾＼

廿
八
人

　
　
　
又
一
郎
殿

　
　
　
又
五
郎
殿

　
　
　
又
六
殿

三
月
八
日

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
）

○
津
国
難
波
　
六
人

　
　
　
　
　
御
坊
布
施
　
六
人
分

　
　
　
　
　
　
与
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
御
初
尾
　
善
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
御
初
尾
　
彦
兵
衛
殿

九



　
　
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書

弘
　
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
三
月
八
日

熱
匁熱

烈
な

東
文

東
文

　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
）

O
津
国
難
波
五
人

五

（
四
）

　
　
御
坊
布
施
五
人
分

　
　
　
新
兵
衛
殿

　
　
御
礼

　
　
同

　
　
御
は
つ
ほ
　
助
左
衛
門
殿

　
　
御
は
つ
ほ
　
惣
左
衛
門
殿

三
月
八
日

　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
庄
本
町
力
）

○
津
国
椋
橋
　
拾
三
人

弐
石
六
斗

熱
六
分

熱血
劉
分
・

同同御
　　礼

三
月
九
日

清
右
衛
門
殿

久
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
（
京
都
府
京
田
辺
市
）

　
　
　
○
山
城
天
神
森
田
辺
　
升
八
人

発
匁
　
御
駕
銭
重
左
衛
門
殿

ゑ
　
　
　
半
御
供
銭
同
人

癌
　
　
　
御
礼

麸
ゑ
・

京
升　

弐
石
八
斗

小
升　

七
斗
五
升

京
升　

弐
石
弐
斗

小
升　

壱
斗
弐
升

奮
匁ゑ

ゑ
・

同同御
講
衆
拾
四
人
分

　
重
左
衛
門
殿

　
茂
右
衛
門
殿

は
い
衆
五
人
分

御
講
衆
十
一
人
分

　
小
助
殿

は
い
衆
八
人
分

御
礼

同同

三
月
九
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
船
井
郡
日
吉
町
志
和
賀
）

　
　
　
○
丹
波
舟
江
郡
志
は
か
　
廿
七
人

島
匁
　
御
神
楽
銭
御
講
中

風
套
　
　
御
供
銭
三
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
介
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
左
衛
門
殿

熱
診
文

部
文
・

部
文

御
礼

同同送
酒
迎
御
礼

二
〇



弘五
石
四
斗

壱
石
八
斗

　
　
川
端
酒
ノ
御
礼

　
　
御
講
衆
十
八
人
分

　
　
　
又
左
衛
門
殿

　
　
　
弥
平
次
殿

　
　
　
弥
左
衛
門
殿

　
　
は
い
衆
九
人
分

　
　
　
長
三
郎
殿

三
月
十
日

　
　
（
京
都
府
船
井
郡
八
木
町
八
木
）

O
丹
波
舟
江
郡
八
木
　
五
拾
四
人

毎
匁

発
匁

発
匁

葺
文

部
文

言
文
・

蓋
文

部
文藏弐

石
五
斗
六
升

六
斗
四
升

三
石
五
斗
弐
升

御
神
楽
銭
御
講
中

御
供
銭
　
　
同

御
供
銭
　
　
伝
左
衛
門
殿

御
礼

同同在
者
ノ
御
は
つ
ほ

送
酒
迎
御
礼

川
端
酒
ノ
御
礼

御
講
衆
八
人
分

　
甚
兵
衛
殿

は
い
衆
四
人
分

　
同
人

御
講
衆
拾
壱
人
分

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
左
衛
門
殿

九
斗
六
升
　
　
　
　
は
い
衆
六
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人

熱
端
壱
｝
代
は
い
衆
天
分

弐
石
八
斗
八
升
　
　
御
講
衆
九
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
右
衛
門
殿

六
斗
四
升
　
　
　
　
は
い
衆
四
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人

三
石
弐
斗
　
　
　
　
御
講
衆
拾
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
助
殿

壱
斗
六
升
　
　
　
　
は
い
衆
壱
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人

無
言
　

御
は
つ
ほ

戴
壱
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
三
月
十
日

歯
匁

鄭
匁ゑ熱

熱
・

　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
苫
編
）

○
播
磨
と
ま
ミ
　
拾
三
人

　
　
　
　
　
御
神
楽
銭

　
　
　
　
　
御
坊
布
施

　
　
　
　
　
　
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
同

二
一



　
　
伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

熱
　
　
　
夜
酒
ノ
御
礼

熱
五
分
　
御
は
つ
ほ
五
郎
大
夫
殿
6

　
　
　
　
　
　
三
月
十
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
的
形
町
的
形
）

　
　
　
○
播
磨
的
形
　
拾
四
人

歯
匁
　
　
御
神
楽
銭

福
六
匁
　
御
坊
布
施
＋
四
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
九
郎
殿

麸ゑ
熱
・熱ゑ

熱
五
分

歯
匁麩ゑ

ゑ
・

猷
匁

塾
匁

　
　
御
礼

　
　
同

　
　
同

　
　
夜
酒
ノ
御
礼

　
　
送
酒
迎
御
礼

　
　
馬
ノ
御
礼

三
月
十
一
日

　
　
（
兵
庫
県
氷
上
郡
氷
上
町
成
松
）

○
丹
波
氷
上
郡
成
松
町
市
場

七
拾
人

御
神
楽
銭

御
礼

同同御
供
銭
　
理
兵
衛
殿

馬
ノ
御
礼

ゑ
熱
五
匁

　
　
五
匁
ツ
・

鳶
四
匁

煮
麺
券

替
　
　
　
　
弐
匁
五
分
ツ
、

　
九
匁

　
　
　
三
匁
ツ
・

　
四
拾
二
匁
五
分

替

舞就紛、

面分分　分

送
酒
迎
御
礼

御
講
衆
十
七
人
分

　
三
郎
右
衛
門
殿

　
忠
右
衛
門
殿

　
仁
蔵
殿

は
い
衆
十
八
人
分

は
い
衆
十
五
人
分

は
い
衆
三
人
分

　
六
蔵
殿

　
甚
三
郎
殿

は
い
衆
十
七
人
分

　
三
郎
右
衛
門
殿

　
仁
右
衛
門
殿

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
山
科
区
西
野
山
）

　
　
　
　
○
山
城
西
ノ
山
　
拾
六
人

塾
匁
　
　
御
供
銭

言
文
　
　
御
礼
近
藤
又
三
郎
殿

京
升　

弐
斗
五
升
　
　
　
　
　
　
　
同
人

二
二



同　
弐
石
壱
斗

弘
嘉
文

翻
文
・

御御
礼礼

三
月
十
二
日

十
四
人
分
　
久
作
殿

一
人
分
　
　
久
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
八
幡
市
野
尻
）

　
　
　
　
○
山
城
野
尻
　
拾
七
人

参
匁
　
　
御
神
馬
銭

奮
匁
　
　
御
礼

参
　
　
　
同

裁
・
　
　
同

京
蓄
四
斗
　
御
坊
ふ
セ
＋
四
人
分

　
　
無
八
拾
五
匁
済
申
候

蛾
三
分
　
送
酒
迎
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
二
日

　
　
（
大
阪
府
堺
市
堀
上
町
）

O
和
泉
堀
上
　
九
人

京
升　

壱
石
八
斗

赫裁

御
坊
布
施
　
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
殿

半
御
供
銭

御
礼

同

三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
山
田
）

　
　
　
　
○
津
国
能
勢
上
山
田
　
光
六
人

奮
八
斗
八
升
御
講
衆
廿
天
分

　
　
辮
斌
甑
君
献
や
天
汁
ツ
、
　
半
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
兵
衛
殿

　
ぽ
ロ残

三
石
八
升

　
弐
石
壱
斗

出
凱

乱
文

部
文

命
暫

彗
匁熱（

燈
脈

動

は
い
衆
　
十
五
人
分

御
神
楽
銭

御
礼

同同御
神
楽
銭

御
代
参

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ

三
月
十
三
日

理
兵
衛
殿

甚
助
殿

　
　
　
　
　
（
奈
良
県
添
上
郡
月
ヶ
瀬
町
石
打
）

　
　
　
O
伊
賀
石
打
　
拾
五
人

三
石
七
斗
五
升
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
七
郎
殿

萄
文
　
　
御
礼

言
文
・
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

二
三



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

八
斗

飢
　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
笠
目
）

○
大
和
か
さ
め
　
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
二
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
左
衛
門
殿

二
束
　
　
　
御
礼
　
同
人
6

　
　
　
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
（
大
阪
府
茨
木
市
主
原
町
）

　
　
　
○
津
国
主
原
　
拾
九
人

三
石
八
斗

無
蓋
文

部
文
・

畿
文

忠
右
衛
門
殿

甚
左
衛
門
殿

彦
右
衛
門
殿

御
礼

同同在
者
ノ
御
礼

　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
　
　
　
　
　
へ
野
間
）
（
友
行
）

　
　
　
O
津
国
沼
と
も
ゆ
き

壱
石
六
斗

赫ゆ

御
初
尾

御
礼

同

八
人

西
右
衛
門
殿

忠
右
衛
門
殿

忠
兵
衛
殿

裁
・弘

　
　
同

　
　
御
は
つ
ほ

三
月
十
五
日

（
京
都
府
天
田
郡
夜
久
野
町
力
）

　
　
　
　
○
丹
波
甘
田
郡
奥
山

替　
拾
壱
匁
八
分

　
三
百
文
　
か
し
銭

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日

三
斗

　
　
（
奈
良
県
）

O
大
和
神
屋
　
三
人

三
月
十
六
日

四
人

又
左
衛
門
殿

同
内
義

孫
七
殿

孫
六
殿

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
右
京
区
）

　
　
　
　
○
山
城
高
尾
　
廿
一
人

命
邸
拾
四
匁
二
分
御
駕
銭
＋
二
疋
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
二
郎
殿

許
文
　
　
御
礼
同
人

塾
匁
　
　
御
神
馬
銭

墨
匁
　
　
御
駕
銭

韓
献
朝
讐
御
神
馬
銭
源
左
衛
門
殿

二
四



翫
文弘

弘
・

翻
文

塾
文三

石
壱
斗
五
升

弐
斗
壱
升

郵
匁熱

ゑ
・

熱
匁ゑゑゑ藏ゑゑ黙

御
礼

同同朝
熊
酒
迎
御
礼

馬
ノ
御
礼

御
坊
布
施
廿
一
人
分

惣
中
御
礼

　
　
三
月
十
六
日

　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
大
物
町
）

津
国
尼
崎
大
物
ノ
田
畑

拾
人

御
礼

同同御
坊
布
施

御
は
つ
ほ
　
六
右
衛
門
殿

同
　
　
　
　
長
二
郎
殿

御
は
つ
ほ
　
た
っ
ミ
孫
右
衛
門
殿

御
礼
伝
介
殿

送
酒
迎
御
礼

送
酒
迎
御
礼

御
は
つ
ほ

　
　
　
　
三
月
十
六
日

　
　
　
（
兵
庫
県
伊
丹
市
野
間
）

　
○
津
国
沼
　
　
六
人

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

熱熱
動
六
分
・

ゑ嘉壱
石
弐
斗

蜘藤
（織（鍮

続

御
礼

同同御
は
つ
ほ
　
伊
丹
岡
田
猪
左
衛
門
殿
6

御
は
つ
ほ

　
理
右
衛
門
殿

　
多
兵
衛
殿

　
甚
兵
衛
殿

　
　
　
三
月
十
六
日

　
　
ハ
ぼ
ハ
ゆ
　
　
　
ポ
　
　
カ
レ

○
播
州
北
條
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
三
右
衛
門
殿

　
　
　
三
月
十
七
日

　
　
　
ハ
ん
ロ
　
ロ

　
肥
後
こ
し
郡
銀
山
二
御
入
候
　
壱
人

　
　
津
国
須
磨
前
田
勝
大
夫
殿
ノ
御
衆
也

　
　
　
　
　
田
嶋
多
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
御
初
尾
　
　
同
人

壱
面
　
　
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
嶋
野
一
郎
兵
衛
殿
・
御
母
義
6

壱
面
　
　
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
長
井
弥
三
左
衛
門
殿
・
御
内
義
6

　
　
　
　
　
御
は
つ
ほ

　
　
　
　
　
御
は
つ
ほ

二
五



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

二
六

三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
川
辺
郡
猪
名
川
町
北
田
原
）

　
　
　
O
津
国
多
田
大
井
　
拾
四
人

廊
匁
　
　
御
神
楽
銭

麩
三
分
　
御
礼
甚
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
左
衛
門
殿
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛
殿

ゑ
ゑ
・

鄭
匁麩六

斗
五
斗

発
匁

同同御
講
衆
　
拾
三
人
分

は
い
衆
　
二
人
分

三
月
十
七
日

　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
）

○
大
和
法
隆
寺
久
保

三
月
十
七
日

差益口　 ロ
ー一』

@　　⊥＿　　ノ＼
郎郎人
殿殿

　
　
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
）

○
大
和
法
隆
寺
お
と
の
村
　
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
五
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎
殿

　
　
　
三
月
十
七
日

御
供
銭
　
京
四
条
夷
町
　
藤
田
新
三
郎
殿
6

麸
七
分

魚
田
匁

発
匁

郵
匁

塾
匁

郵
匁命

既
裁ゑ

麸
・

　
七
拾
匁

替

　
　
御
は
つ
ほ

三
月
十
六
日

　
　
（
兵
庫
県
氷
上
郡
氷
上
町
小
野
力
）

O
丹
波
氷
上
郡
御
野
下
村

廿
匁
　
か
し
銀

熱

御
神
楽
銭

御
供
銭

御
供
銭

御
供
銭

御
供
銭

御
講
衆

同同御
　　礼

　
　
五
十
四
人

　
御
講
中

　
同

市
左
衛
門
殿

与
七
殿

宗
右
衛
門
殿

廿
六
人
分

　
庄
右
衛
門
殿

　
市
左
衛
門
殿

　
忠
右
衛
門
殿

　
　
庄
右
衛
門
殿

は
い
衆
廿
八
人
分

　
　
市
左
衛
門
殿

　
　
又
右
衛
門
殿

　
　
忠
右
衛
門
殿

馬
ノ
礼

同
御
内
義
6



麹

　
　
送
酒
迎
ノ
礼

三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
（
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
北
稲
八
間
）

　
　
　
O
山
城
北
稲
八
妻
　
四
十
六
人

六
石
九
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
二
郎
殿

四
斗
六
升
　
　
　
御
礼

　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
花
田
町
小
川
力
）

　
　
　
O
播
磨
小
川
　
光
九
人

齢
匁
　
　
御
神
楽
銭

鄭
匁
　
　
御
講
衆
婁
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
郎
右
衛
門
殿

ゑ言
文

説
文

乱
文
・

熱熱

は
い
衆
　
四
人
分

御
礼

同同夜
酒
迎
御
礼

馬
ノ
御
礼

三
月
十
八
日

　
　
（
大
阪
府
高
槻
市
成
合
）

O
津
国
成
合
　
四
拾
六
人

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

九
石
弐
斗

高裁
ゑ
・を

御
坊
布
施

　
仁
右
衛
門
殿

　
久
左
衛
門
殿

　
七
兵
衛
殿

　
文
右
衛
門
殿

御
礼

同同在
者
ノ
御
礼

三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
（
．
、
、
眞
県
．
志
郡
白
山
町
、
一
本
木
）

　
　
　
○
小
倭
大
村
　
拾
人

壱
石
壱
斗
　
　
　
　
　
　
七
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
三
月
十
八
日

　
　
（
一
、
、
重
県
．
志
郡
美
杉
村
竹
原
瀬
木
）

○
小
倭
竹
原
せ
き
　
廿
一
人

弐
石
壱
斗
弐
升

勇奮
文

説
文

　
　
加
右
衛
門
殿

　
　
三
三
郎
殿

　
　
吉
兵
衛
殿

一
人
分

御
礼

在
者
ノ
御
礼

二
七



伊
勢
神
宮
御
師
来
田
新
左
衛
門
家
文
書
（
四
）

三
月
十
九
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
八
家
）

　
　
　
○
播
磨
屋
か
新
町
　
拾
三
人

熱
匁
　
　
御
神
馬
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
右
衛
門
殿

蛾ゑ
ゑ
・ゑ

鳶
弐
匁

御
礼

同同酒
迎
二
度
ノ
御
礼

御
講
衆
十
三
人
分

三
月
廿
日

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
加
西
市
豊
倉
町
）

　
　
　
O
播
磨
賀
西
郡
上
豊
倉
　
廿
一
人

撤
麹
　
　
　
御
半
神
楽
銭

熱
五
匁
　
御
藁
＋
五
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
十
郎
殿

赫姦　
　○

御
礼

同同夜
酒
迎
御
礼

ゑ
発
匁

　
九
百
文

替

馬
ノ
御
礼

は
い
衆

か
し
銭

　
　
三
月
廿
日

　
　
（
兵
庫
県
加
西
市
豊
倉
町
）

○
播
磨
賀
西
郡
豊
倉

歯
匁

到
九
匁

郵
匁ゑゑ

ゑ
・ゑゑゑ

替　
九
百
文
　
か
し
銭

御
神
楽
銭

御
講
衆

八
人
分

　
与
兵
衛
殿

　
長
右
衛
門
殿

廿
四
人

　
　
　
　
廿
三
人
分

　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
九
郎
兵
衛
殿

は
い
衆
　
十
一
人
分

御
礼

同同夜
酒
迎
御
礼

馬
ノ
御
礼

御
礼
　
七
郎
兵
衛
殿
6

　
　
　
　
九
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
七
郎
兵
衛
殿

三
月
廿
日

　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
的
形
町
的
形
）

O
播
磨
的
形
　
壱
人

二
八



ゑ
五
分

単
文

　
　
御
は
つ
ほ

三
月
廿
日

茂
大
夫
殿

［
以
下
次
号
］

i媛痴
　
　
（
京
都
府
京
都
市
上
京
区
）

O
京
正
親
町
　
乗
物
町
衆

如
二
分
・

熱
九
分

熱
壱
分

麸
三
分

熱熱裁ゑ就
（辮

壱
面一

膳

五
人

御
坊
布
施

御
礼
　
久
助
殿

同
　
　
半
十
郎
殿

　
　
　
源
右
衛
門
殿

同
　
　
次
左
衛
門
殿

　
　
　
庄
兵
衛
殿

御
は
つ
ほ
　
二
郎
右
衛
門
殿

御
は
つ
ほ
　
理
左
衛
門
殿

御
は
つ
ほ

御
は
つ
ほ
　
久
助
殿
・
御
内
義
6

馬
ノ
御
礼
　
た
ち
・
朝
熊
両
度
分

送
酒
迎
御
礼

送
酒
迎
御
礼

御
は
つ
ほ

次
左
衛
門
殿

三
月
廿
日

社
会
文
化
論
集
　
創
刊
号
　
二
〇
〇
四
年
十
二
月

二
九




